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オリエンタル銀行ボンベイ店（Illustrated London News, Oct. 14, 1865より）

【概要】

本書が対象とする19世紀という時代は、ロンドンに本店を置くイギリス系国際銀行が数的に着実に増加し、1830年代
にはオーストラリア、カナダ、西インドに、1850年代にはアジア全域に、さらに1860年代から70年代においてはラテン
アメリカ、南アフリカ、ニュージーランドなどに進出する時代であったといえます。そして、その進出先は、多くの場

合、イギリスの植民地あるいはその強い影響下にある地域でした。少なくともこの時代におけるイギリス国際銀行業は、

イギリス帝国主義の公式・非公式権力と完全なる相関関係にあったと考えて間違いありません。本書は、アジア向けの

イギリス系国際銀行群（イースタン・バンクと総称）が1830年代から1880年代にかけて生成し発展する過程を明らかに
し、その分析からイギリス帝国膨張の力学を導き出そうとする内容となっています。

本書では、イースタン・バンクの代表的事例として、オリエンタル銀行、マーカンタイル銀行、チャータード銀行

（現スタンダード・チャータード銀行）、香港上海銀行（現HSBC）等に注目しています。これらの諸銀行は、業務全体
の中で外国為替取引を主体とする国際的商品流通部門の割合が極めて高かったという特徴から、「東洋為替銀行

（Eastern Exchange Banks）」と呼ばれていました。
本セミナーでは、本書の論点を簡単に紹介し、それによって導き出された諸問題をディスカッサントやセミナー参加

者との対話のなかで再考しようと思います。そして、時間的に余裕があれば、極度に蛸壺化されたヒューマニティーズ

の諸課題にまで議論を拡げていければと考えています。
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